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保護者等ならびに生徒の皆さんへ  

 
京都府立海洋高等学校   
校 長  上林 秋男   

 

３学期開始に際しての新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について 

 

平素は本校の教育活動に御理解、御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

また、新型コロナウイルス感染症拡大防止については、御理解、御協力をいただき、あり

がとうございます。 

さて、卒業や進級を控え、年度の締めくくりとなる大切な３学期を迎えましたが、第８波

が深刻化するとともにインフルエンザとの同時流行も危惧されており、本校には寮・下宿生

が多いことからも、継続した感染症予防対策の徹底が必要となります。 

ついては、下記のとおり対応することとしますので、御家庭におかれましても、教育活動

が滞りなく行えるよう、感染拡大防止に向けて、一層の御理解と御協力をお願いいたします。 

なお、今後の感染状況や教育委員会指示等により、行事予定や対応等が変更されることが

ありますので、学校からの連絡（ホームページ等）には十分に御留意ください。 

 

記 

 

１ 感染防止対策の更なる徹底  

（１）教室における注意点  

机と机との距離は、可能な限り間隔を空ける。また常時換気に努める。（防寒着着用可） 

（２）下校途中等  

   生徒同士で飲食、マスクなしの会話や密集した行動をしないよう指導する。 

（３）家庭への協力依頼  

  ア  基本的感染防止対策の徹底･･･３密の回避、正しい手洗い、咳エチケット（マスクの

着用）を徹底する。  

  イ  健康観察･･･生徒の、毎日のきめ細やかな健康観察を通じて状況を的確に把握する。

また、毎日検温を含む登校前の健康観察を改めて徹底する。  

  ウ  体調不良時や家族が陽性の場合･･･生徒（教職員）について、体調不良等の症状が見

られる場合は、無理に登校（出勤）しない。家族に発熱、咳などの症状がある場合に

は、登校（出勤）を控える。同居の家族に発熱等の風邪症状がある場合も、登校（出

勤）しない。 

※本人及び御家族が発熱の場合等、必ず学校に御連絡をお願いします。 

※ＰＣＲ検査結果が陽性の場合はもちろんですが、本人が濃厚接触者と判明した場合、

本人・御家族がＰＣＲ検査等を受検する場合においても、必ず御報告をいただきますよ

うよろしくお願いします。 

  エ  食事等の飲食の場面･･･生徒（教職員）が食事をとる際には、前後の手洗いを繰り返

し徹底する。食事の際には、飛沫を飛ばさないよう、机を向かい合わせにしない、大

声での会話を控える、などの対応をとる。また、飛沫を飛ばさないような席の配置や、

距離がとれなければ会話を控えるなどの対応を工夫し、食事後は速やかにマスクを着

用する。 



 

 

  オ  部活動及び学校外における行動･･･部活動中でも１（１）～（３）の項を踏まえ、密

を避けるとともに、特に室内では換気に努め、手指消毒や手洗い、うがい等を励行す

る。また、不要不急の外出や、マスクをはずした状態での人との接触等は控える。特

に、交通機関利用時にはマスクを着用し会話を控える。 

 

２ 寄宿舎・下宿生活について 

  活動における３密を避け、手洗いや咳エチケットの徹底、消毒設備の設置、多数の者が

触れる場所の定期的な消毒、定期的な換気、マスクの着用などにより、環境衛生管理を徹

底する。居室について、２人以上の共用としている場合は、十分な距離をとり、間に仕切

りをするなどとともに、咳エチケットの徹底と近距離での大声での会話を避ける。生徒の

朝夕の検温等の健康観察を行うなど、健康管理を徹底する。 

 

３ 人権上の配慮について  

（１）感染者や濃厚接触者、医療従事者や社会機能の維持にあたる方とその家族等に対する

偏見・差別・いじめ・ＳＮＳ等による誹謗中傷は絶対に行わないよう指導を徹底すると

ともに、不確かな情報に惑わされて人権侵害につながることのないように、正しい情報

に基づいた冷静な行動をとるよう指導を徹底する。 

（２）いじめへの不安や家庭環境の変化等による心理的なストレスを抱える生徒の状況を的

確に把握し、スクールカウンセラー等による支援に確実につなげる等、生徒に適切に対

応する。  

 

４ その他 

（１）感染拡大の場合、学校（学年・学級）閉鎖や、寮・下宿の閉鎖等が生じるおそれがあ

ります。 

（２）御家庭でのお子様の様子から御不安・御心配な点がありましたら、担任や保健部等へ 

 御相談ください。 

※ 連絡先：学校℡（0772-25-0331、平日 8:30～17:00、以外留守電）、 

 

 

 


